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・
陸
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1目的】 レー．一ザー一
円錐 切除術 （以 下 円切 と略〉 後

に は ，コ ル ポ
モ
〉上 不 適例と な り ， 狙 い 組 織 診 が 閃

難 とな る 例 も 多 く見 ら れ，新 たな病変 の 存在を 勢

断する方法 の 開発 が望 まれ て い る 、そ こ で 我々 は ，

円 切前 後 の 子宮 頭音1｝細 胞診検体か ら ，独 自 に 開発

し た 高 感 度 の ユ
ーIPV　 D　N ，

’X検 出法 で あ る lle　 ted　 Ll

PCR −SSCP 法 を用 い て HPV ［）N．Xを検索 し，経 過

観 察時 の 細胞珍 又 は 追加手 由時 の 病 理 維織診 と の

閃 遠 に つ き検 。d し た ．〔方 法〕 ユ997 午 2 月 よ り

1998 年／月 の 』 に 診 断 され 円切 を施行 し，イ ン

フ ォ
ー一

ム ド コ ンセ ン トを 彳t； ら れ た 高 度異形 成 21

例 ，上 反 内疲 75 例 ，微 小 t
し
潤厂 4 例 及び 浸潤 癌 の

疑 い で 円切を施行し た 4例，融 ／04例 の うち ，　 

円 切前 の HPV 　DNA が 陽 1生で ，円 切 後 6ヶ 月以 上 経

過 硯察が 可能 で あ っ た ／5例 に つ い て，経過観察時

の 細胞診 とHP ＞ 1：）NA 検評彳果 を 比 変 した ．  円

切後 に 追 拍手衝 を行 っ た 9 例 の うち ［ID 雨に llPV

DNA が 認 め られ た 8 例 に つ い て ，追加 手 r1∫前 の

HPV 　DNA 検索糸ll未 と病 理紅織 診 と を 比 検し た ．

　1成債ユ  45 例 中 5例 で 予 宮 頸 邦 細 胞 診 は ク ラ ス

Ma で あ り，　 う ち2例 で HIN　 DNA 「プ1
’
．（35 型 ，「1

型）が持続 した．　 子 宮頭 部細 L 診がク ラ ス 9 だ っ

た ！｝0例 中1例 に一
時的 に 52 型 が砿 凵」さ れ た ．  摘

iH
」

i　r” th
’
に 浸潤 癌 が み ら れた 1例 で は 18 型が，　 CIS

が み られ た 1例 で は 16 筆が 円 切 前後で 認 め られ

た．括 唱標 大 に 残存匝瘍が み ら れな か っ た 6例 で は

円 切後 に は HPV 　 D ，NA は 検出 さ れ なか っ た．匸結

論】 nested 　 LI　 PCR −SSCP 法で HPV 　 DNA が 検

．llされ る こ と は 訊 変の 存絆 と関連する こ と が明 ら

か と な っ た ．従 っ て ，今後 本法 が 円 切後 の 経過 観

察 にお い て 細胞つ を補 完す る 診断 法とし て 有用 と

な る可能 性が 穴 唆 さ れ た．

1目 的 子宮頭癌 の ir後に 1剥丁湯径が影響を 学え る

こ とが 知 られ て お り、進 行期決定 に も加味 さ れ て い

る ，進行期決定 に用 い る こ とは許されて い な い が、

この 。十測に は ．MRI が高い 精度 を有して お り、本覆

究は きの 臨床上 の 意義を ITU か にする こ と を 目的 と

した。「方法： r宮摘 喝を含む r術を施行し、5年

予後 の 半1閏 して い る 85例 を対象 と して、術後進行

野、リン パ 餌 云移 の 有無、予後 と NIRI所見を対 比

した、MRI 所見は （1）頸部high　tllt〔 nsity 　area

（1−HA ）描出 の 有無、（2）1−IIA の 最大径が ・km を こ え

る か否 か、（3） 1常 鼠 音「．lr領 亙波綻、（4）胚 晏潤、（5）．∫

宮傍組械浸潤、（6）脆大 リンパ 師の 有無の 各項 目に ，

い て 、T2 強調 矢状断像勤 ；
’
；1こ横断像で評価を↑1っ

たt／［成紋 （DIa2則 まで で HL 双 ＋ ）と な っ た症例は

な く（0〆35）、P．
’
9i｝例 もなか

一
／；た。以下 ［IIA （＋）はIbl

斯 65％（111／IL　7 耳発 ⊥例 ）、⊥p2 則 100％ （5／5，再 発

2例）、1工a 則 75％ （9／12，昌｝老3例）、11b期以 ．ヒ1〔〕0％

（16／Lf5，再発 IO例）で 、再発 は 1−HA （十）詳で有意に

（p＜0．UO ユ）IJ頻度 で あ っ た。（2）H 艮 （→
’U 例 中、病

垰 リンハ 節軒移暘忖、Ti 発は各 々 M 照 1の腫 搦 堰

大径 （1））≦ 〆lcm，9％ （2／23），17％ （
・YLIi），　D ＞4cm ，

6T ％ （11A8 ），67％ （］2／18）とい ずれも後者 で 有意

に（p＜ O．Ol）昌 1
頁度 で あ っ た1、他の有所見率 は D ≦

4Crn，　D ＞／lcm で 各 々 （3）頸　彫目罰質破癪辷35 ％，89％，

（4）周室憂1閏35％　41％，（5）−f二
t”

傍糸目．瓶 ｛…碧閏22％，72％，

（6＞腫大 リ ン パ節 0％，28％ と いずれ も D ＞ 4cm で i
”i

率で あ
一
っ た、［結論：（1）Ja2

，
［bl，Ila期も含め、頸

部1．IIA（一）は予後良好 を 示す所見で あっ た、，（2）HIA

（＋）例では 1し1期 lb2期 をか ける月ソ 径 lcm をもっ

て、こ れを こ える 群 で は 子宮外進展 の頻度が高 く、

予後も不良 とな り、腫搦径の MRr に よ る 計汲「」が、臨

床上 7丁要な意味を持つ こ と が 明 t
） か と な っ た ．
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